
「東車同文子院大学と愛知大学」
読者のみなさまから寄せられた

?1JLしミメッセージ

－
東
京
都
狛
江
市
無
職
H

さ
ん
（
河
才
）

私
は
東
亜
同
文
書
院
に
昭
和
H
年
入
学
、
昭

和
行
年
卒
業
の
第
却
期
生
で
す
。
こ
の
小
冊

子
は
、
同
文
書
院
と
愛
知
大
学
の
関
係
な
ら

び
に
書
院
の
概
略
を
簡
明
に
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
終
戦
と
と
も
に
亡
く
な
っ
た
同
文
書

院
に
限
り
な
き
愛
着
を
も
っ
一
人
と
し
て
、

こ
の
度
愛
大
に
記
念
セ
ン
タ
ー
の
出
来
た
こ

と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

－
横
浜
市
栄
区
会
社
顧
問
T

氏
（
河
才
）

同
文
書
院
の
こ
と
を
良
く
ま
と
め
で
あ
る
。

愛
大
の
設
立
経
緯
が
よ
く
分
か
る
。

－
静
岡
県
浜
松
市
愛
知
大
学
K

君
（
引
才
）

自
ら
の
学
ぶ
大
学
の
「
前
身
」
と
も
言
え
る

東
亜
同
文
書
院
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

－
名
古
屋
市
南
区
無
職
U

さ
ん
（
花
才
）

こ
の
本
を
求
め
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
次
男
が
愛
知
大
学
の
卒
業
で
あ
る

こ
と
。
二
つ
は
、
私
自
身
が
一
九
四
五
年

（
昭
和
初
年
）
の
早
春
に
、
上
海
の
同
文
書
院

の
校
舎
で
2

泊
3

日
を
過
ご
し
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
一
兵
士
と
し
て
の
目
を
通
し
て
、

教
員
の
名
札
、
緑
の
深
い
木
立
、
特
に
本
書

店
頁
の
門
は
、
今
で
も
目
に
浮
か
ん
で
き
ま

す
。
良
い
本
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た0

．
東
京
都
豊
島
区
会
社
員

S

氏
（
鈍
才
）

東
亜
同
文
書
院
大
学
を
知
ら
な
か
っ
た
世
代

で
す
が
、
血
縁
者
に
同
文
書
院
出
身
者
が
い

た
の
で
、
ル
ー
ツ
を
探
る
意
味
で
い
ろ
い
ろ

調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
本
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
時
代
に
は

な
い
問
結
力
、
そ
し
て
異
国
で
の
生
活
の
困

難
、
今
で
こ
そ
大
学
生
の
卒
業
旅
行
は
当
り

前
で
す
が
、
大
正
の
時
代
に
も
卒
業
旅
行
を

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

－
東
京
都
三
鷹
市
会
社
員
O

氏
（
印
才
）

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
愛
知
大
学
の
歴
史
、

背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
母
校
の

存
在
に
知
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
入

学
生
に
は
必
ず
読
ん
で
い
た
だ
き
、
愛
大
の

ル
！
ッ
、
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
て
貰
っ
て

く
だ
さ
い
。

－
千
葉
県
印
臆
郡
会
社
員

S

氏
（
訂
才
）

書
院
卒
業
生
の
う
ち
、
卒
業
年
次
の
も
う
少

し
古
い
方
々
（
1

お
期
）
の
書
院
時
代
の
思

い
出
を
記
載
し
て
欲
し
か
っ
た
。

－
績
浜
市
中
区
無
職
Y

さ
ん
（
乃
才
）

母
校
の
諸
々
の
歴
史
が
思
い
出
さ
れ
て
感
慨

深
か
っ
た
。

－
東
京
都
豊
島
区
大
学
教
員

M
氏
（
印
才
）

一
九
四
0
年
代
の
大
学
史
料
、
学
生
史
料
は

数
が
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
貴
重
な
出
版
だ

と
考
え
ま
す
。

－
名
古
屋
市
瑞
穂
区
無
聴
S

さ
ん
（
弱
才
）

愛
大
の
O
B

で
、
以
前
勤
務
先
の
先
輩
に
同

文
書
院
O
B

が
い
ま
し
た
の
で
、
感
動
深
く

読
み
ま
し
た
。

－
愛
知
県
半
田
市
公
務
員
ー
さ
ん
（
印
才
）

息
子
が
経
済
学
部
2

年
に
在
学
中
で
す
が
、
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愛
知
大
学
が
こ
の
よ
う
な
伝
統
の
あ
る
大
学

と
知
ら
ず
に
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
本
を
む

き
ぼ
り
読
み
ま
し
た
。
書
院
大
学
と
の
関
係

も
克
明
に
分
か
り
、
こ
の
よ
う
な
本
の
出
版

さ
れ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

－
愛
知
県
瀬
戸
市
会
社
員
A
氏
（
印
才
）

中
国
問
題
に
、
約
却
年
間
関
係
し
て
い
る
の

で
、
資
料
と
し
て
求
め
参
考
に
致
し
ま
し
た
0

・
名
古
屋
市
西
区
団
体
職
員
O
さ
ん
（
弱
才
）

建
学
の
精
神
と
歴
史
の
重
み
に
つ
い
て
改
め

て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
ど
も
の
長

男
が
、
現
在
愛
大
法
学
部
に
在
学
中
で
す
の

で
、
是
非
読
ま
せ
て
や
り
た
い
と
早
速
生
協

で
購
入
さ
せ
ま
し
た
。
実
は
私
の
両
親
は
、

豊
橋
出
身
で
す
。
父
（
制
才
）
は
旧
制
愛
知

4

中
卒
で
す
が
、
父
の
長
兄
は
東
亜
同
文
書

院
へ
愛
知
県
の
特
待
生
と
し
て
上
海
に
留
学

し
て
い
た
と
子
供
の
こ
ろ
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
満
州
に
於
て
昭
和
叩
年

こ
ろ
死
亡
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
本
で
亡
き

伯
父
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
中
国
と
の
関
係
に
於
て
、
素
晴
ら
し
い

信
頼
関
係
が
続
き
、
い
つ
ま
で
も
友
好
的
交

流
が
出
来
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
ま
す
。

－
舷
皐
市
会
社
員

T

氏
（
灯
才
）

故
父
の
母
校
、
東
亜
同
文
書
院
の
実
体
を
知

る
の
に
参
考
と
な
っ
た
。
と
同
時
に
、
当
時

の
時
代
背
景
、
教
育
関
係
者
の
意
気
込
み
等

が
感
じ
ら
れ
、
今
の
教
育
問
題
と
対
比
せ
ら

れ
、
先
生
、
生
徒
と
も
に
向
学
心
と
、
開
拓

魂
の
溢
れ
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
、

興
味
深
く
読
み
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
出
版
を

感
謝
し
ま
す
0

．
愛
知
県
海
部
郡
会
社
員

O

氏
（
却
才
）

大
変
感
動
し
ま
し
た
。
現
在
、
執
筆
中
の
本

に
参
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
う
少
し
、

大
学
史
と
の
関
係
で
ア
ジ
ア
史
が
述
べ
ら
れ

た
ら
、
大
変
な
資
料
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

少
し
も
の
足
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

O
B

が
3

人
だ
け
で
は
も
の
足
り
ま
せ
ん
。
あ
と

7
t

m
人
く
ら
い
の
思
い
出
話
が
聞
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

－
愛
知
県
岡
崎
市
会
社
員

S

氏
（
印
才
）

東
亜
同
文
書
院
設
立
の
先
覚
者
、
先
人
の
大

変
な
ご
苦
労
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
の
礎

学
の
精
神
を
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
ぎ
、
立
派

な
愛
知
大
学
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

－
神
奈
川
県
藤
沢
市
無
職

M
さ
ん
（
河
才
）

激
動
の
時
代
を
回
顧
し
、
感
慨
無
量
。

．
愛
知
県
岡
崎
市
会
社
員

Y

氏
（
柑
才
）

私
は
必
年
卒
で
す
の
で
、
愛
知
大
学
設
立
以

前
の
こ
と
は
あ
ま
り
存
じ
ま
せ
ん
。
こ
の
本

を
読
み
、
理
解
が
出
来
、
ま
た
、
大
変
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

－
名
古
屋
市
緑
区
大
学
教
員
K

氏
（
汚
才
）

戦
前
、
台
湾
で
教
育
を
受
け
、
戦
後
愛
知
県

で
長
く
教
員
生
活
を
送
り
ま
し
た
私
に
と
っ

て
、
「
東
亜
同
文
書
院
大
学
」
と
「
愛
知
大

学
」
と
の
歴
史
関
係
は
、
そ
の
ま
ま
、
私
の

歩
い
て
き
た
個
人
史
に
共
通
す
る
も
の
が
あ

り
、
親
近
感
を
覚
え
ま
す
。

－
名
古
屋
市
守
山
区
会
社
経
営

H

氏
（
位
才
）

新
書
版
の
体
裁
に
す
る
と
良
い
。
現
行
の
体

裁
で
は
、
中
身
の
重
み
が
失
わ
れ
て
し
ま
う

の
で
残
念
に
思
う
。

－
愛
知
県
豊
橋
市
会
社
経
営
O
氏
（
柑
才
）

愛
知
大
学
か
ら
2

キ
ロ
。
近
所
に
中
国
人
留

学
生
多
し
、
ま
た
、
当
家
に
も
中
国
人
（
主

に
上
海
人
）
が
多
く
遊
び
に
き
ま
す
。
彼
ら

に
こ
の
本
を
見
せ
て
、
日
中
交
流
の
歴
史
を

話
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
久
曽

神
元
学
長
の
影
響
も
少
々
。

－
香
川
県
善
通
寺
市
大
学
職
員

G

氏
（
印
才
）

愛
知
大
学
と
、
戦
前
戦
中
と
く
に
西
日
本
、

九
州
で
こ
と
に
有
名
で
し
た
東
亜
同
文
書
院

と
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
て
、
大
変
興
味
深

く
持
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
中
間
に
経
済
は
勿

論
、
文
化
の
面
で
も
大
き
な
鮮
が
作
り
出
さ

れ
て
い
く
よ
う
、
貴
大
学
の
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

－
愛
知
県
西
春
日
井
郡
無
職

N

さ
ん
（
例
才
）

私
の
長
兄
は
同
文
書
院
卒
、
ま
た
、
孫

2

人

が
愛
大
在
学
、
さ
ら
に
三
男
も
同
大
学
卒
で

あ
る
ご
と
く
、
愛
大
が
好
き
。
そ
し
て
、
私

大
ら
し
い
普
い
校
風
が
あ
る
こ
と
を
本
書
に

よ
り
知
っ
た
。
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－
名
古
屋
市
緑
区
会
社
員

l

氏
（
訂
才
）

私
は
愛
知
大
学
卒
業
で
東
亜
同
文
書
院
大
学

の
こ
と
は
入
学
時
に
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ほ
ど
の
内
容
の
あ
る
大
学
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

－
三
重
県
三
重
郡
公
務
員

H

氏
（
混
才
）

迫
力
あ
る
論
考
が
並
ん
で
お
り
、
創
立
当
時

の
愛
大
の
教
授
陣
の
熱
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
く
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
よ
か
っ
た
0

．
広
島
県
東
広
島
市
無
職

U

さ
ん
（
押
才
）

両
校
の
関
係
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

－
愛
知
県
海
部
郡
小
学
校
教
員

O
氏
（
特
才
）

愛
大
で
中
国
語
を
学
び
、
平
和
の
尊
さ
を
教

え
ら
れ
た
あ
の
青
春
を
思
い
出
し
た
。
ア
ジ

ア
に
目
を
向
け
た
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇

り
に
思
う
。

－
鹿
児
島
県
大
学
教
員

S

氏
（
特
才
）

私
の
研
究
テ
！
マ
（
日
本
語
教
育
史
）
の
観

点
か
ら
、
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

－
愛
知
県
岡
崎
市
会
社
員

N

氏
（
臼
才
）

愛
大
学
生
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
懐
か
し

く
読
み
ま
し
た
。
同
文
書
院
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
概
略
を
知
る
の
み
で
詳
細
は
語
ら
れ

ぬ
ま
ま
に
過
ぎ
て
き
ま
し
た
が
、
お
蔭
で
よ

く
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し

ま
す
0

．
静
岡
県
久
居
市
公
務
員

T

氏
（
叫
才
）

愛
大
の
ル
！
ツ
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
良
か

っ
た
。
O
B

と
し
て
、
大
学
が
懐
か
し
く
思

っ
た
。
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－
中
国
上
海
市
大
学
教
員

T

氏
（
苅
才
）

同
州
年
前
作
院
に
学
び（州
刑
期
生）、

今
ま
た
3

年
前
か
ら
上
海
に
来
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
中
国
の
学
生
述
に
日
本
初
の
指
務
、
日

本
事
情
の
紹
介
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、M
m

ら
ず
も
本
併
を
手
に
し
感
慨
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。
小
冊
子
な
が
ら
容
院
の
事
前
、
愛

知
大
学
と
の
つ
な
が
り
等
、
ま
こ
と
に
要
領

よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
日
本
の

若
い
人
達
に
も
是
非
読
ん
で
も
ら
い
、
少
し

で
も
中
国
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

に
な
れ
ば
こ
の
上
な
い
喜
び
と
思
い
ま
す
。

早
速
惚
守
宅
に
辿
絡
し

、

知
人
に
も
推

薦
開

呈
す
る
よ
う
手
配
い
た
し
ま
し
た

。

－
名
古
屋
市
天
白
区
会
社
員

K

氏

（引
才
）

大
学
に
歴
史
あ
り
、
大
学
の
I
D
E
N
T

I

T
Y

が
附
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

温
故
知
新
、

古
き
革
袋
に
新
し
い
酒
を
、
日
中
文
化
交
流

の
基
礎
と
な
る
中
国
研
究
を
愛
知
大
学
に
期

待
し
た
い
。

－
愛
知
県
尾
西
市
自
営
換

A
氏
（
訂
才
）

昭
和
幻
年
同
校
文
科
卒
。
感
慨
有
。

今
北
自
の

感
覚
ゆ
。

－
愛
知
県
蒲
郡
市
会
社
員

S

氏
（
俗
才
）

内
容
充
尖
し
て
い
て
安
側
！

－
愛
知
県
豊
川
市
会
社
員

M
氏
（
位
才
）

私
は
、
愛
知
大
山
町
？
の
卒
業
生
（
夜
間
）
で
す

。

母
校
の
ふ
る
さ
と
を
見
る
思
い
で
読
み
ま
し

た
。

大
切
に
本
を
保
存
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私
に
と
っ
て
大
変
有
鋭
い
企
画
と
受
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け
止
め
て
お
り
ま
す
0

．
愛
知
県
知
多
郡
中
学
校
教
員
S

氏
（
判
才
）

東
亜
同
文
書
院
に
つ
い
て
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
歴
史
上
の
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
し
て

き
ま
し
た
。
学
生
の
調
査
旅
行
に
つ
い
て
も

ま
と
め
て
出
版
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

金
額
手
頃
で
よ
い
。

－
東
京
都
練
馬
区
大
学
教
員

U

氏
（
町
才
）

三
先
覚
の
高
遁
な
理
想
に
大
き
な
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後
の
再
建
に
関
わ
ら

れ
た
学
長
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
努
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

－
愛
知
県
春
日
井
市
公
務
員

1

氏
（
引
才
）

愛
大
の
歴
史
の
連
な
り
に
驚
い
た
。
ま
た
一

つ
の
大
学
の
誕
生
の
深
さ
が
見
ら
れ
た
。

－
名
古
屋
市
東
区
主
婦

Y

さ
ん
（
引
才
）

大
正
8

年
か
ら
昭
和
お
年
ま
で
上
海
に
お
り

ま
し
た
。
祖
父
西
川
秋
次
を
思
い
起
こ
し
て

お
り
ま
す
。
本
財
団
（
西
秋
奨
学
会
）
が
お

世
話
し
て
ま
す
中
国
留
学
生
の
お
世
話
で
よ

う
や
く
こ
の
本
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

－
愛
知
県
小
牧
市
日
本
語
教
師

H

氏
（
邸
才
V

私
自
身
、
書
院
（
“
期
）
か
ら
愛
大
の
道
を

辿
り
ま
し
た
。
終
戦
を
挟
ん
で
上
海
と
豊
橋

に
生
き
た
。
社
絶
と
も
言
え
る
青
春
で
し
た
。

こ
の
本
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝

し
て
い
ま
す
。

－
愛
知
県
春
日
井
市
大
学
教
員

同
文
書
院
は
、
今
日
再
評
価
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
学

生
の
調
査
、
霞
山
文
庫
な
ど
、
内
容
に
踏
み

込
ん
だ
研
究
の
公
表
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

－
愛
知
県
豊
橋
市
中
学
校
教
員

O

氏
（
引
才
）

現
在
の
愛
知
大
学
の
前
身
、
東
亜
同
文
書
院

大
学
を
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
愛
知
大
学
の
内
容
を
詳

し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

－
愛
知
県
豊
橋
市
無
職
H
氏
（
倍
才
）

愛
大
新
制
1

期
生
と
し
て
、
同
文
書
院
生
の

何
た
る
か
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
て
、

こ
の
よ
う
な
大
学
に
学
ん
だ
喜
び
を
つ
く
づ

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
徒
に

希
望
を
持
て
る
人
生
の
あ
ら
ん
こ
と
を
き
す
0

．
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
無
聴

K

さ
ん
（
花
才
）

速
い
昔
の
青
春
時
代
を
改
め
て
思
い
出
し
、

感
慨
一
汐
な
る
も
の
を
覚
え
る
。
書
院
を
卒

業
し
て
丸
知
年
「
光
陰
如
箭
」

－
愛
知
県
豊
橋
市
市
民
相
議
員

A

氏
（
伺
才
）

小
冊
子
な
が
ら
、
内
容
が
胞
寓
で
よ
く
ま
と

ま
っ
て
い
ま
す
。
在
校
生
は
勿
論
、

O
B

に

一
人
で
も
多
く
読
ま
せ
た
い
。
ま
た
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
編
集
、
印
刷
も
よ
く
定
価
以
上
の

値
打
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

－
愛
知
県
宝
飯
郡
公
務
員

S

氏
（
伺
才
）

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
大
旅
行
に
つ
い
て

も
一
層
知
り
た
い
も
の
で
す
し
、
中
国
人
側

（
中
国
部
に
在
学
し
た
方
や
、
中
国
人
職
員
・
：
）

の
声
、
記
録
も
知
り
た
い
も
の
で
す
。

－
霊
知
県
一
宮
市
会
社
員

Y

氏
（
鎚
才
）

私
は
昭
和
話
年
卒
業
、
約
加
年
経
過
し
ま
し

た
。
生
い
立
ち
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

概
ね
知
つ
て
は
お
り
ま
し
た
が
、
本
書
を
購

入
し
歴
史
の
深
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
年
々
、
同
窓
の
先
輩
、
後
輩
と
い

う
意
識
が
希
薄
化
し
て
き
で
い
る
昨
今
で
す

が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

－
名
古
屋
市
中
区
自
営
業
Y

氏
（
特
才
）

m
m・
ロ
・9

名
古
屋
千
種
正
文
館
で
購
入
。
本

日
再
入
荷
と
の
こ
と
で
却
冊
く
ら
い
あ
り
ま

し
た
。
「
愛
大
却
年
史
」
等
で
、
愛
大
設
立
当

時
の
様
子
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
書
院
の

こ
と
は
殆
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
切
・
ロ
・
5

日
経
「
私
の
属
歴
書
」
で
、
丸
紅
春
名
氏
が

少
し
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
書
院
卒
業
者
の

若
く
て
も
白
才
位
、
愛
大
も
設
立
叩
年
近
く

に
な
り
、
相
年
代
の
掠
子
を
後
世
へ
伝
え
る

必
要
は
充
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
出
版
企
画
は
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
一
般
書
店
で
売
ら
れ
た
こ
と
も
含
め
て
・
：
）

．
愛
知
県
刈
谷
市
会
社
員
H
氏
（
閃
才
）

中
学
生
時
代
に
同
文
書
院
へ
の
進
学
を
夢
見

た
こ
と
の
あ
る
者
に
と
っ
て
、
そ
の
歴
史
が

解
り
、
青
春
時
代
を
思
い
出
さ
せ
る
読
物
で

す
。
公
平
か
つ
客
観
的
な
記
述
だ
と
思
い
ま

す
。
問
年
前
に
上
海
に
行
っ
た
と
き
に
、
ト
．

海
交
通
大
学
を
訪
れ
、
そ
こ
が
火
災
の
あ
と

終
戦
ま
で
の
同
文
書
院
の
仮
住
ま
い
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
り
、
何
故
か
淋
し
さ
を
覚
え
ま

し
た
。
同
文
書
院
に
関
係
す
る
書
籍
の
目
録
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を
発
行
し

て
く
だ
さ
い
。

－
東
京
都
世
田
谷
区
会
社
員

O

氏

（釘
才
）

旧
東
盟
問
文
句
院
大
学
在
籍
の
た
め
、
非
常

に
興
味
を
も
っ
て
伴
見
。

附
潔
に
分
か
り
易

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

多
く
の
人

に
P
R

し
た
い
。

－
愛
知
県
豊
橋
市
無
隠

S

氏
（
W
才
）

同
文
住
院
と
愛
知
大
学
と
の
関
係
が
よ
く
分

か
り
、
自
分
も
愛
知
大
学

（旧
制

）
卒
業

（5
期
生
）
で
、
よ
い
大
学
を
卒
業
し
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
北
京
、
上
海
、
台

湾
、

香
港
の
中
国
人
の
友
人
と
も
文
通
が
あ

り

、

中
国
と
の
つ
な
が
り
が
切
れ
ま
せ
ん
。

小
生
、
小
学
4

年
の
時
に
上
海
に
渡
り
、
上

商
を
卒
業

、

北
京
恢
弘
塾
で
中
凶
担
問
を
マ
ス

タ
ー
し
、
愛
知
大
学
創
設
と
同
時
に
予
科
I

年
に
転
入
学
し
た
も
の
で
す
。

－
愛
知
県
西
春
日
井
郡
高
校
教
員
K

氏
（
切
才）

前
か
ら
愛
大
が
中
国
と
関
係
が
深
い
と
附
い

て
い
ま
し
た
。

そ
の
山
来
が
よ
く
分
か
り

ま

し
た
。

中
国
調
査
旅
行
な
ど
中
関
研
究
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

．
岐
阜
県
般
阜
市
歯
科
医
師

M
氏
（
臼
才
）

愛
知
大
学
か
ら
、
こ

れ
ら
の
人
物
の
よ
う
な

立
派
な
人
が
多
く
育
つ
こ
と
を
願っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

古
い
伝
統
を
パ
ネ
に
し

て
。

－
広
島
県
廿
日
市
市
無
綴
Y
氏

（万
才
）

引
払
は
同
文
秒
院
の
出
’
妙
で
あ
る
が
、

本
位
に

よ
っ
て
改
め
て
同
文
書
院
の
本
質
に
つ
い
て

認
識
を
新
た
に
し
た
。

－
福
岡
県
春
日
市
祭
職

O

氏
（
花
才
）

有
設
で
、
興
味
も
あ
り
ま
し
た
。

－
福
岡
県
福
岡
市
無
職
S

氏
（
列
才
）

今
後
の
学
生
減
少
傾
向
に
備
え
、
愛
大
が
同

校
独
自
性
、
学
風
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
P
R

す

る
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

同
校
を
結
ぶ
絶
好
の
語
部
を
利
た
こ
と
に
よ

り
、

な
か
な
か
に
滋
得
力
に
お
む
P
R

誌
に

な
っ
た
と
い
う
よ
り
、

一
種
の
麿
史
舎
と
も

い
え
る
域
に
達
し
た
と
い
え
る
。

－
東
京
都
三
鷹
市
無
職

H

氏
｛
万
才
）

大
変
、

結
俄
で
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
頑
張

っ
て
良
い
出
版
を
し
て
く
だ
さ
い

。

－
愛
知
県
春
日
井
市
大
学
教
員

M
氏

（釘
才
）

愛
知
大
の
起
源
が
京
班
同
文
作
院
に
あ
る
こ

と
は
、
朝
日
の
記
事
を
見
る
ま
で
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

名
古
屋
へ
く
る
ま
で
、
愛
知
大

の
名
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。

し

か
し
の
院
の
名
は
学
生
時
代
よ
り
承
知
し
て

お
り

、
大
陸
に
雄
飛
す
る
足
掛
り
と
し
て
、

ま
た
東
亜
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
欧

に
対
し
亜
細
亜
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
関

心
が
あ
り
ま
し
た
。

本
品
世
の
中
に
「
性
院
と

愛
知
大
学
と
の
凶
係
を
強
制
削
し
す
ぎ
る
と
い

け
な
い

」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
書
院
の
立
派

な
伝
統
は
消
し
縫
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

強
調
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す。

－
宮
崎
県
延
岡
市
無
聡

H
氏

（汚
才
）

東
部
此
同
文
書
院
の
卒
業
生
で
す
か
ら
、
感
慨

一
入
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

－
京
都
府
船
井
郡
無
関
鞘
T

氏
（
花
才
）

来
援
問
文
科
院
と
変
知
大
学
の
凶
述
が
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。

－
新
潟
県
新
潟
市
会
社
役
員
K

氏

（花
才
）

骨
院
時
代
を
思
い
出
し
、
大
変
感
激
し
て
い

ま
す
。

－
岡
山
県
総
枝
市
無
礎

M
氏
（
ω
才
）

山
口
院n
m
生
徒

（昭
和
日

年
卒
）
と
し
て
、

よ
く
綴
め
ら
れ
た
略
史
の
よ
う
な
感
じ
で
懐

か
し
く
拝
読
。

頭
の
図
い
融
通
の
き
か
な
い

文
部
省
官
料
で
な
い

（外
務
省
）
こ
の
よ
う

な
会
寮
制
、
教
授
と
夜
昼
な
く
交
遊
で
き
る

役
院
の
よ
う
な
学
校
が
あ
っ
て
よ
い
と
忠

、
内J。

－
大
阪
府
河
内
長
野
市
大
学
教
員

K

氏
（
刊
才
）

東
亜
同
文
住
院
卒
業
生
と
し
て
、
大
変
熔
し

い
発
刊
で
し
た
。

と
同
時
に
愛
知
大
学
へ
の

特
別
な
愛
着
心
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

準
母

校
的
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

母
校
な

き
今
と
な
っ
て
は
・：
。

数
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た。

そ
の
全
て
を
拘
織
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す。
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